
- 人と人との関係をプロデュース--------

私は、社会と環境をテーマにした雑誌『ソトコ
ト』の編集長をしています。関係人口に関し、見
聞きしてきた地域の状況をお伝えします。雑誌の
編集部は東京・神田にあり、私は週に２日間東京
で働き、残る５日間は全国各地を訪問しています。
まちづくりに携わる若者や、未来づくりをしてい
る先輩にお話をうかがい、プロジェクトに伴走し、
講演などをすることも多々あります。
私が地域を見る最初の視点は非常にシンプルで
す。私の趣味は釣りで、釣り人として淡水魚を確
認します。１つはイワナかアマゴがいるかどうか、
もう１つは在来のタナゴがいるかどうかです。こ
の２つが普通に生息する流域を持っているエリア
をリサーチしたところ、全国で大きく４エリアだ
けでした。その１つが秋田です。ある日、講義を
終えると、秋田に行ったという都内の若者が駆け
寄ってきました。「東北には300年から400年も続く
味噌蔵や醤油蔵があって、若い人たちがリノベー
ションしながら蔵を守っている。秋田の大ファン
になりました」と話してくれて、自然や文化を大
事にしている地域には、面々と受け継がれたカル
チャーがあり、クリエイティブでファンタジーに
あふれていると感じます。
釣り人の私が持ち歩いているポケット水槽は小
さなサイズです。先般、琵琶湖でタナゴを釣り上
げました。上から見るとただの雑魚にしか見えま
せんが、横から見るとコバルトグリーンやメタリッ

クオレンジの輝きを放っています。地域を見ると
きも、いろんな角度から見ることが必要で、私は
「地域の解像度を上げる」と表現しています。
今、皆さんは少子高齢化、人口急減の対策に力
を入れていると思いますが、対策の前に、足元に
あるすてきなものを発信することも必要ではない
でしょうか。「地元が大好き」という若い人たちが
いるなら、「地域の解像度を上げるレッスン」とし
て若者の力を活かすことを期待しています。
『ソトコト』では去年の秋、まちづくりとまちし
ごとの求人サイト「イタ」をウェブにアップしま
した。市町村でも人材募集サイトを設けておられ
ますが、イタは意識的にサイトの画面をシンプル
なつくりにしました。些細なきっかけで若い人た
ちが地域を自分の目で発見してくれることに重点
を置きました。
私は2016年に『ぼくらは地方で幸せを見つける』

（ポプラ社）という本を出しました。その中で、観
光以上、移住未満の第３の人口＝“関係人口”が、
人口減少が進む中で地域を支える役割を果たして
いくのではないかと述べました。さらに、観光で
疲弊した地域が増え、本当に地元の人たちの幸せ
なのか、観光一辺倒でいいのかと問いかけました。
また、これからは従来型の観光協会ではなく、人
と人との関係をプロデュースする“関係案内所”
をつくるべきだとも書きました。
この本は研究者の目にとまったようで、私は総
務省や財務省、内閣官房の事務方・大臣などにも
呼ばれ持論を述べました。関係人口に関係する予
算の振り分けも尋ねられ、私はいつしか「『関係人
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口』の提唱者の一人」などと言われるようになり、
2012年頃から市町村から依頼をいただいて、関係
人口をつくる講座の講師を務め、今も続けていま
す。訪問先の一部を紹介します。
四万十川の源流地、高知県津野町では、「地域の

編集学校 四万十川源流点校」という講座を開きま
した。町は観光客の招き入れに苦戦していて、「若
者が町にやって来る流れをつくってほしい」と依
頼され、地域の編集者を育てる講座を開講したの
です。昨年の秋は、高知市内の大学生グループな
ど20名以上の若者が集まりました。受講の動機を
聞くと、「地域とかかわり合える場と出会いを探し
ていました」「地域にしかない魅力を編集できそ
う」という答えが返ってきました。
若者たちが町の新しい未来をディレクションし
ていこうとしているのは、頼もしい限りです。彼
らがつくってくれたプロジェクトのアイデアは、
「使われなくなった小学校のプールに水を張って、
アマゴの釣堀をつくる」など、とても痛快。常々
私は、若い人の発想がなければ若い人は呼べない
と思っています。町に若者たちのコミュニティが
できたことがうれしいですね。

- 「第３の人口」がいるおもしろさ--------

「関係人口」という言葉をひも解きます。そもそ
もは2010年頃からその感覚や行動が意識され、使
われ始めました。言葉の本意を簡潔に言うと、「交
流人口」でも「定住人口」でもない「第３の人口」
です。「あの子は週末になるとまちに来ている」

「地元と一緒になって新しいイベントを開いてい
る」「高齢者と楽しそうに話している」。そんな人
が地域にとっての関係人口です。人の温かみ、面
倒くささ、汗臭さといったものも含め、生身の地
域と接することを楽しむ若者たちを言語化したの
が関係人口なのです。
全国各地で少ない若者の奪い合いが展開される
ようになり、今もその渦中にあります。関係人口
を最初に増やそうと試みたのは島根県です。国の
「地方創生」が始まる２年前の2012年、県から私に
「関係人口を増やしたい」という依頼がありました。
島根は1992年から人口が急激に減少し、93年には
「ふるさと島根定住財団」という、移住・定住の相
談に応じる公益財団が誕生するなど、若者を呼び
込むことに力を注ぎ、移住に関するビッグデータ
も多く収集していました。
しかし、移住者が増えても、その分、ほかの地
域では人口が減ることになるという悩みを抱えて
いました。少ない人口の奪い合いへの懸念です。
私が依頼されたのは、「移住しなくてもいいから、
東京などで島根のことを考えてくれる人を増やす
講座をつくれませんか」というもの。開講して８
年を迎えます。大阪でも開講して５年が経ち、今
年は広島でも開講します。これまでの修了生は200
人以上で、うち40人くらいが島根に移住していま
す。しかも、８割から９割は島根で起業してくれ
ました。お年寄りのための音楽療法を運営する社
団法人をつくったり、休耕田を金魚の養殖場とし
て活用するなど活躍しています。
奈良県最南東部にある人口約800人の下北山村
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からも、関係人口を増やす講座の開催を依頼され
ました。開講にあたり、私は「下北山村には夏は
たくさんの若者がやってきます。西日本でランキ
ングが１位クラスのキャンプ場があって、サッカー
やテニスの合宿にぴったりなスポーツ公園村もあ
ります。夏期のレクリエーション施設には事欠き
ません。それとはまた違う流れで、大都市の若い
女性たちがやってくるような流れをつくりましょ
う」と話しました。
１回目の修了者は12人くらいだったでしょうか。
毎年、10人前後が受けてくれる小さな講座です。
ただ少人数のほうが効果はあると思います。開講
４年目を迎えましたが、修了生の中には、毎年、東
京・日本橋で下北山村のPRイベントを開催したり、
地場産品を使った「めはりずし」をアピールする
などの動きがあります。若者たちがしっかり村を
見つめた成果と言えるでしょう。
村には、明神池を御神体の一つとする池神社が
あります。何やらいいことがありそうだと御神体
が感じると、池の底から古木が浮かび上がって、
ゆっくりと水面をぐるぐる回るそうです。また、村
には「前鬼ブルー」と表される前鬼川という美し
い渓流があり、上流には鬼が住んでいます。かつ
て役行者に仕えた、「前鬼（夫）」「後鬼（妻）」が
いて、今は61代目の五鬼助義之さん夫婦が1300年
続く宿坊を継承しておられます。受講生たちが五
鬼助さんに話を聞くと、「私は鬼の末裔です」と古
文書を見せてくれます。若者たちはわくわくしな
がら、「この村、めっちゃ楽しい」「お母さんのめ
はりずしは神わざだ」と。手前みその「南朝みそ」、
在来野菜を使っためはりずし、どれも地で採れる
最高級の食材が使われています。若者たちは村が
大好きになり、やがて自分には何ができるかを考
えるようになります。
村や村のみなさんは「村を訪れた若者が現れ始
めた。長いときには３か月も村にいてくれる。何
かやってやらないと」と考えてくれて、ゲストハ
ウスが３棟誕生しました。さらに、廃園になった
幼稚園舎をリノベーションし、リモートワークや
ワーケーション、コワーキングスペースとして、多

様な働き方に対応したオフィス空間を整備しまし
た。心の病を患った人たちをサポートするベン
チャー企業で働いている女性や、ローカルメディ
アの編集部に勤める女性などが常駐しています。
夜になると、若い人たちは村長を囲み、村の未来
を語り合います。若者たちによって村は大きく変
わりました。
小さな村にやって来る移住者・訪問者は、海外
からの若者などもいて多彩です。村の人は若い人
がいることを楽しんでいる様子です。村長は「最
近、村の人から『若い人が増えた。村長も役場も、
頑張っているな。村が明るくなった』」と言われ
たとのこと。若い人たちが村を歩いている光景は、
村にとって一種のおもしろみになっているようで
す。

-
「関わりしろ」にコミット
～女子大生がスナック?!

--------

奈良県天川村には、「天の川」という美しい川が
あり、この村の関係人口の講座からローカルプロ
ジェクト「スナックミルキー」が生まれました。洞
川地区には芸能の神様が祀られた天河弁財天大社
があります。天川村で生まれたプロジェクトを紹
介します。
招き入れるターゲットは東京や大阪の若者では
なく、名古屋の若者です。こと関係人口に関して
は仙台、名古屋、神戸、京都などにいる若者もお
もしろさを感じてくれるようです。私は、村役場
にお願いをしました。「２泊３日で村を見てもらう
のですが、『ハレ（非日常）とケ（日常）』でいう
ところの『ケ』だけを見せてください」。玄関口で
はなく、勝手口から入ってもらうように日常を見
てほしいという意図です。私は「関わりしろ（関
わる余地）」と表現しているのですが。ある意味、
弱さやほころびを抱えているような市町村の方が、
若者にとって関わりしろが大きいと思います。
天川村は、間伐材からバイオマス燃料をつくっ
ています。地元のおじさんたちに間伐材を運んで
もらい、地域通貨をわたす方が地域のためになる
と考えました。通貨を受け取ったおじさんたちは、
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喜々とした表情で、酒屋で買い物をして帰宅しま
す。そんな話を村の職員が若者に説明すると、若
者たちは村への信頼感・安心感が高まるようです。
やがて村の関わりしろに、若者がしっかりとコミッ
トしていきます。
さらに私は受講生たちにお願いしました。「せっ
かく天川村に若者が来られたのだから、滞在中に
楽しめるプロジェクトを考えませんか」。最初に手
を挙げたのが、名城大学の女子大生たち。「スナッ
クをやります」と言ってくれたのです。私が「ス
ナックに行ったことあるの」と聞くと、「行ったこ
とはないけど、何かダサくて、格好悪くて、イケ
てない感じがする」とのこと。彼女たちは「スナッ
クミルキー」をオープンしました。
彼女たちは、実のおばあちゃんから割烹着を借
りて店に立ちました。どう見ても小料理屋です。
最初に来店したのは、区長やまちづくりをやって
いる旦那衆です。名古屋から来た女の子たちが何
をやるのか興味津々。女子大生は見よう見まねで
燗をつけます。お酒は「名古屋縛り」で、村の旦
那衆は飲んだことがありません。おつまみは「し
るこサンド」です。「何やこれ、めっちゃ甘っ」と
旦那衆はのけぞりました。しかし来客数は80名以
上でした。
店のにぎわいに誘われたのか、洞川温泉に泊ま
りに来ていた若いカップルが店をのぞきました。女
性の「今日は私の誕生日です」という言葉に、区
長と女子大生はひそひそ話をして、サプライズプ
レゼントを用意。豆腐を使ったバースデーケーキ
です。村にはコンビニもケーキ屋もありません。閉
店した近所の豆腐屋から豆腐を分けてもらいケー
キ仕立てにして、ろうそくを３本刺しました。来
店した女性は「村に初めて来ましたが、すてきな
方々がお住まいなのですね」という言葉をくれま
した。もし、スナックミルキーがなかったら、カッ
プルたちは旅館で食事をしてお風呂に入り、翌朝、
こんな会話をしたかもしれません。「温泉よかった
な。今度は城崎温泉にでも行こうか」。
関係人口を増やすことは、地域にとって「心の
過疎」の食いとめにもなる。「まちには何もない」

という言葉を発している地域は、心の過疎も進ん
でいるように感じます。どの地域でもまちづくり
や未来づくりをおもしろいと思ってくれる人たち
を増やすことは可能です。下北山村や天川村で見
た変化を起こすことができると思います。
スナックミルキーに関わった学生たちは今、京
都、奈良、愛知・岡崎や新城、東京・日本橋で、村
を紹介するイベントに関わってくれています。イ
ベントはとても大事。地域に興味があるものの、ど
う接点を持っていいかわからない人たちに、若い
感性を活かした接点づくりを期待できるからです。
地方創生のバトンを若者にわたせると、他地域の
若者たちがローカルに興味を持ってくれるでしょ
う。

-
「イワシビル」で働く女性ス
タッフ

-----

私は「関係人口を増やす上で必要なものは何で
すか」という質問を多く受けます。２つ必要なも
のがあります。１つ目は、関係人口を迎え入れる
人たちがいるかどうか。２つ目は、人と人との関
係をプロデュースする“関係案内所”があるかど
うかです。ラーメン屋、カフェ、ゲストハウス、業
態は何でもかまいません。案内所を見事に具現化
している地域を紹介します。
鹿児島県阿久根市に、ショップ＆カフェ、いわ
しの瓶詰工場、ゲストハウスを併設した「イワシ
ビル」があります。2017年９月、80年続く丸干し
屋の下園薩男商店がつくりました。先代の社長が、
シャッター商店街となっていた場所にある３階建
てのビルを買い、息子である現社長に「自由に使っ
てみろ」と託しました。現社長の下園正博さんは
困ったそうです。その予算があれば、海を見下ろ
せる見晴らしい場所にカフェやバルやレストラン
がつくれると思ったからです。しかしお父さんは
浜の男。市場での底値を見きって、今が買いどき
と考えたのは正解でした。
改装されたイワシビルで働く若い女性スタッフ
は、専門学校生、短大生、大学を卒業して間もな
い５人。北薩地域が大好きです。でも、もしイワ
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シビルという働く場がなかったら、彼女たちは北
薩にはいなかったでしょう。地域が好きでも居住
地を変えなければならないという現実は、皆さん
の地域でも日常茶飯事だと思います。下園さんに
は若い人たちが地元に残ってほしいという意図も
あったそうです。ビル１階のショップに並んでい
る商品は、下園さんとスタッフが開発したもの。い
わしのオリーブオイル漬け瓶詰「旅する丸干し」、
ボンタンの間伐材を使ったカッティングボード、小
魚を利用したグラノーラ「Kots」という商品など
があります。Kotsのパッケージはアーティストの
西野カナさんのデザインチームが手掛けました。女
性スタッフが西野さんのことが大好きで、思いきっ
て西野さんのデザインチームに「もし可能だった
ら、西野カナさんっぽい感じのラベルをつくって
もらえませんか」と連絡。おもしろそうな依頼に
デザインチームは「やります！」と大いに盛り上
がったそうです。
２階にはイワシの瓶詰工場があります。下園さ
んは、北薩全体を俯瞰できるような「小さくても
優しい仕事をしましょう」、地物のいわしを大事に
して「未来につながる仕事をしよう」とスタッフ
に話したといいます。３階にあるのはゲストハウ
ス。ゲストハウスができたことによって、今まで
通過地点だった阿久根にとどまる動きができまし
た。中でも鹿児島の大学生を引き寄せたのは、下
園さんがまちの未来を考えていることへの共鳴だ
と思います。ご飯を食べ、間食でたい焼きを食べ、
下園さんの失敗談やうまくいった話を聞くと、若
者はわくわくするようです。泊った学生が新たな
学生を呼び込むサイクルができました。
人と人の関係をアテンドする上で大事なのは、循
環・連鎖といった関係性をどのくらいつくれるか
だと思います。１人であっても地域を変えること
はできるのです。

- 未来を担う人材を育てる--------

宮崎県新富町は農業が盛んな町です。2017年春、
町は観光協会をなくすという決断をし、拠出して

いた予算を地元の若者たちの育成に注ぎ込みまし
た。地域商社「こゆ財団」をつくり、地域商品を
開発するというテーマのもと、地元の若者たちを
育成し、未来を担う人材を育てようとしたのです。
全国から農業、IT、クラウドファンディング、
リモートワーク、地域の編集、コミュニティーデ
ザインなどで実績を残した20代、30代のヒーロー
を呼び、若者たちと交流してもらいました。失敗
談も成功談も聞いた若者たちには、いろいろな学
びがありました。やがて１粒1,000円のライチが商
品化されたり、在来きゅうりのブランディングを
試みたり、そば粉を使った高級スイーツが誕生す
るなどの動きが出てきました。
観光協会で事務職をしてした女性は、「協会にい
るときは、まちの未来を自分事として捉えていな
かった。今はまちの未来を考えています」と話し
てくれました。そして、「こゆ野菜カフェ」をオー
プンさせました。人と人が集まる、つながれる場
所をつくりたいという思いで開店したそうです。地
元野菜を使った焼き野菜のカレー、スムージーが
名物になりました。
地域商社の財団運営財源は、主にふるさと納税
です。観光協会でもふるさと納税で運営していま
したが、財団では協会に比べ10倍以上の売上を記
録。若い職員は自分のまちだけなく、他の地域で
あっても、すてきな農産物を扱っている人がいた
ら、「新たな商品を開発しませんか」と声をかけま
す。常にまちの未来に必要なものは何かを探して
いるのです。また、地元の商店街は、若者が自由
に使える「チャレンジフィールド」を整備し、活
用してもらっています。

-
みずから行動を起こし
地域の魅力を発信する

--------

福井県大野市では３年前から「越前おおの みず
コトアカデミー」を開講しています。大野市は水
を大事にしている地域で、上水道の利用率は２割、
多くの市民は地下水を使っています。大野市を例
に、関係人口を迎え入れているのは、どういう人
たちなのかをお話しします。
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城下町として文化が育まれてきた大野市泉町に
は「御清水（オショウズ）」という湧水がある美
しいまちなのですが、「おもしろいことが起きづ
らい」と感じたまちの若者たちがいて、「ミズカ
ラ（越前おおの水をたべるレストラン実行委員
会）」を結成しました。みずから行動を起こす、大
野の水をもとにしてというふたつの意味から、ま
ちづくりやローカルプロジェクトを展開していま
す。
メンバーは介護福祉士、工務店の社員、喫茶店
経営者など。彼らは年に１度、「みずをたべるレス
トラン」というプロジェクトを行いました。プロ
ジェクトは、打波川という渓流の河畔で催す「ダ
イニングアウト」、要はご飯会です。間伐材を使っ
てテーブルや小屋をつくって、山ぶどうを使った
スパークリングワイン、里芋の煮っころがしをす
り潰してフライにした“煮っころがしバーガー”
などを供しています。小屋の設計は工務店勤務の
男性がしました。この日、集まったのは、大野の
ことが好きな関係人口の皆さんです。料理を盛る
お盆は朱塗で、古民家で大事にされていた逸品。
盆の上には、河畔にある葉っぱをうまくあしらっ
て、料理が盛りつけられます。
介護福祉士の女性２人が、まちをおもしろくし
ようと料理ユニットを結成しました。ソトコト編
集部でSNSにアップしたら、アメリカの大手のSNS
の企業から連絡があり、「写真の画像はとても日本
的なので、日本の美しさを表彰する部門のアワー
ドを授与したい」とのことでした。うれしかった
のは、プロフェッショナルなフードスタイリスト
の手によるものではく、日々、育児や親御さんと
の関係などがあるにもかかわらず、若い人たちが
集まって「何を出そうか」「どんな盛りつけにしよ
うか」と考えてつくったおぜんが海外からも評価
されたことです。前菜後のメーンディッシュは、冷
水性魚類の最高級食材と言われる「アジメドジョ
ウ」をフリットした大皿です。町にあるものを編
集して発信する、その極意のようなものが、アジ
メドジョウのフリットにはありますね。
何を掛け合わせ、みんなを喜ばせることができ

るのかを考え行動することが、地域の魅力を発信
する本当の手腕だと思っています。
まちの魅力を伝えるとき、みんなが伝えられる
魅力を探し出します。滝が美しい、歴史的人物が
通った道など、たくさんあるでしょう。でも、そ
れは子どもが乗り物玩具をひたすら集めているの
と何ら変わりありません。他の地域との差が出な
いのです。本当の差別化は、いいものとまちの弱
さの掛け合わせから生まれます。いいものと弱い
部分を掛け合わせれば、雑味や強いものが生まれ
ます。「みんなが喜ぶものを大野の食材でやってみ
たい」と考えたとき、彼らに浮かんだのがドジョ
ウでした。もちろん、お店や地元産品など、どれ
でもかまいませんから地域を編集してほしいと思っ
ています。

- 地域をおもしろくするには--------

私は、地域の若者たちに、地域をおもしろく発
信する視点をどう育むかを大事にしています。も
ちろん、若くなくていいですよ。鹿児島県曽於市
では平均年齢70歳のおじさまたちが、プロジェク
トを催し、情報を発信して、地域おこし協力隊で
やって来た女の子たちが合流するという好循環が
生まれています。
地域をおもしろくする原則を整理します。
まずは、地方で幸せを見つけるような地域活性
化の瞬間を感じさせるソーシャルな視点を持った
案内所的な場を整備することです。単に「未来を
みんなで考えましょう」と言われても、何かしっ
くりきません。未来を考える訓練できる場があれ
ば好ましいと思います。
次に、自分事として地域を楽しめるかどうかで
す。地域によっては、関係人口をファンとかサポー
ター的な視点でとらえる向きがあり、地元の人が
「君は観光で来ているのか」「ボランティアですか」
といった旧来のカテゴライズをした視点で、来訪
者を見ます。しかし「来てくれてうれしいな。ゆっ
くり見てください」といった、やわらかな気持ち
で接していくのが望ましいと思います。
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